
企業進出型テレワークの進捗状況と今後の取組 

 

１ 進捗状況（別添プレスリリース、新聞記事参照） 

（１）おためしナガノ 

【事業内容】ＩＴ関係の事業者を誘致し、長野県内に「おためし」で住み、業務を行う。県がオフ

ィス、住居、補助金を最大 30万円まで提供する事業。 

【状  況】 

① 町の受け皿として「おためしたてしなテレワーク事業」を実施し、ウェブページを作成

（http://www.sugudeki-tateshina.co.jp） 

② 2事業者の受入れに対し、5事業者の応募有 

③ 2事業者が内定したが、1事業者が県の支援が十分でないことから辞退 

④ 9月 11日から 1事業者（安井氏）が、当町でおためしスタート 

【おためし事業者】 

 安井悠介氏（個人事業者、福岡県福岡市）http://yiusay.net 

 事業内容  ：ソフトウェアやウェブアプリ、スマホアプリの開発等 

 おためし期間：平成 29年 9月 11日から平成 30年 2月末まで 

【当町テレワーク事業への協力】 

○ 安井氏のアプリ（スイーツでパズル）の利用者数を増やすための業務をワーカーにやっていた

だきたいと打診があった。 

○ 当町もワーカーの仕事を確保する必要があったため、ワーカー1 名を紹介し、3 者（安井氏、

ワーカー1名、企画課職員）で打合せ実施。 

○ 安井氏とワーカー1名の業務雇用契約を 11月 1日付けで締結予定。 

（２）おためしたてしなテレワーク事業 

【事業内容】IT事業者を当町に誘致し、テレワークでの就労環境及び生活環境を提供する事業 

【状  況】 

① 町の受け皿として「おためしたてしなテレワーク事業」を実施し、ウェブページを作成 

② 10月 10日～15日の期間で、開発合宿利用あり。 

【おためし事業者】 

 合同会社 selfree（東京都新宿区）https://www.selfree.co.jp 

 事業内容  ：ブラウザ電話システムの運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



２ 今後の取組 

（１）企業受入れ 

○H28に実施した「テレワークに関するアンケート調査」に回答をした「株式会社アシストビ

ジョン」（川口市）から、当町テレワーク事業について打合せ打診あり。11月 9日実施。 

○議事録の作成業務を行う都内企業（品川区）から、おためしテレワークの実施相談あり。当町

ワーカーへの業務依頼も検討。（10月 6日移住相談会＠有楽町に来場、10月 20日に来町） 

○平成 30年度「ふるさとテレワーク推進事業（総務省）」の申請に当たり、【進出企業等（※都

市部から実施地域の拠点に進出する企業等の名称を記載。）】の記載が必要になるが具体的に

は未定の状態。 

 

（２）おためしたてしなハッカソン・開発合宿について 

ハッカソンの開催を町に誘致することで、事業者からの情報発信と、町との接点を生むこ

とでサテライトオフィス利用や雇用創出型テレワークへの相乗効果を生み出したい。 

 

○蓼科白樺高原観光協会（協会長、事務局長）に相談・打診済み。 

○ウェブサイト作成（コンテンツ制作・プログラミング等）については、地方創生推進交付金を

活用して、ワーカーチームに依頼（1月～3月）。 

○チームリーダーとして、実家がペンション経営者のワーカーに依頼（ヒアリング・相談済み）。 

○既存事業との棲み分け【長期間利用】⇒○既おためしたてしなテレワーク：負担少 

    【短期間利用】⇒○新おためしたてしなハッカソン・開発合宿：負担有 

おためしたてしなハッカソン・開発合宿
開催支援事業スキーム

【利用者 】

【開発合宿プラン】

検索

テレワークセンター / 観光センター
機材（プロジェクタ? 等）貸出

受取/貸出

■ウェブサイト（町作成）

開発合宿をやるなら
立科町にいらっしゃい

立科町の紹介

町からの支援

開発合宿ができる宿

■宿泊予約サイト

(例)予約

利用 / 支払

予約

【宿泊施設】

【立科町 】

利用者のメリット

○開発合宿 / ハッカソンが出来る宿が簡単に見つかる
○機材レンタルの必要がないため費用削減につながる

宿泊施設のメリット

○開発合宿 / ハッカソン利用客を取り込める
○利用者から宿情報の発信が見込める
○機材を購入する必要がない

○利用者情報の入手
○利用者からの情報発信
○テレワークへの発展
○宿泊業の振興

立科町のメリット

※課題

○駅からの移動が無い
○町との接点が無い
○コンビニが無い

合宿環境に望む条件・内容で
宿が選べる
【価格帯、人数等】

＋ 差別化【ペット可等】


